
 

 

 

内容 

本コンテンツは、実際の災害が発生したときに、地域等の様々な機関とどのように連携し、児童生徒の

命を守ることができるかが重要な点である。そのため、1）「災害」についての幅広い理解、2）多機関連

携による「防災」の理解、3）実践的な学校防災の構想、の 3 点の内容を含む、3 回の講座により構成す

る。 

 

まず、第１部では「『災害』についての幅広い理解」と題して、「なぜ防災教育が必要なのか，なぜ災害が

起きるのか」を考えることをねらいとし，カリキュラム・マネジメントを踏まえつつ充実の度を増した防災

教育の位置付けとともに、自然環境、自然現象と自然災害との関わりについて再確認するものとした。

具体的には、①安全教育における防災教育～防災を考える意味、防災教育を行う意義～、②学習指導

要領における防災教育の位置付け～防災教育に求められるカリキュラム・マネジメント～、③自然環境、

自然現象と自然災害～私たちの生活圏に見られる自然環境、自然現象と備えるべき自然災害～の３本

の講座によって構成している。 

 

続く、第２部は「多機関連携による『防災』の理解」と題して、「なぜ他機関との連携が必要なのか、どの

ような機関とどのような連携が考えられるのか」を考えることをねらいとし、学校防災に関連する諸機

関とそれが果たす役割について学習し、災害発生に備える側面においても、また災害発生後の対応と

いう側面においても、学校が立地する地域の諸機関・諸団体との連携の重要性，有用性を確認するもの

とした。具体的には、①多機関連携の必要性～社会の知見に学ぶ防災及び防災教育～、②学校防災を

支える教育行政～学校を支える県教育委員会の施策や情報～、③災害を振り返る～語り継ぎ、その教

訓を未来に生かすこと～、④災害時の対応を学ぶ～災害に備えた体験型学習，訓練に求められること

～の４本の講座によって構成している。 

最後の第３部では、「実践的な学校防災の構想」と題して、「なぜ防災計画が必要なのか、どのような防

災計画が実践的な計画となり得るのか」を考えることをねらいとし、実際に防災の取組を行っている自

治体等の例に学び、災害安全をいかに啓発するかのプログラムを構想し、コンテンツ全体の学習内容の

振り返りと総合化を行うものとした。具体的には、①地域社会の取組からの学び～市教育員会が関わ

る各種取組を通しての学び～、②実践先進校の取組からの学び～実践校の公開研究会を通しての学び

～、③学校現場に求められる災害対応～体験談；災害時，災害後に求められた対応～、④「学校安全（防

災）計画」等の策定と見直し～変化する災害とそれへの対応～の４本の講座によって構成している。 
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